
圭早序

1.調 査 の経過 と概要

この報告書は、平城京右京二条二坊十六坪にあたるスイミングスクール建設予定地 (奈

良市西大寺南町2247番 地-1ほか)に おいて、奈良国立文化財研究所が実施 した発掘調査

に関するものである。調査は、奈良県教育委員会の指導のもとに原因者負担で実施される

はこびになり、開
/it行為者である明光開発株式会社の協力を得て、奈良国立文化財研究所

平城宮跡発掘調査部が発tFL調査を担当した。

近年、旧平城京における市街化区域に線引された地域では、市街化が進行している。と

りわけ商業地域に指定された近鉄新大宮駅周辺及び西大寺駅周辺の地区では、その傾向が

著しく、こうした市街地開発によって、平城京の貴重な遺構が失われていく状況にある。

奈良県教育委員会では、開発担当部局と密に連絡をとり市街地開発によって遺構の破壊

が予想される場合少なくとも事前発掘調査を行 うことを原則としてその指導に当っている。

当調査地区周辺は、近鉄西大寺駅に近接 し、大型店舗,銀行,高層集合住宅等が密集す

る市街地であり、今後も一層の都市開発が予想される地域である。これまでにも、この地

域においては開発に先立つ発掘調査が行なわれてきており、その結果平城京研究に多大な

成果を挙げている(tab.1参照 )。

今回の調査区は、スイミングスクール建設予定地に沿って設定し、約 750mど を全面的に

発IFL調査 した。調査期間は、昭和56年 12月 2日 から26日 までの約 3週間である。

発掘にあたっては、便宜上京内地区割にしたがい 6AGC― S地区と定め、更に国土方

H艮座標 (第六座標系)の基準タミ (X=-145,5450、 Y=-19,6500)を S G99と して、 3
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fig l 発llHI区位置図 (奈良市作成「平城京条坊復原図〕による)
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m間隔の小地区割を設定した。

調査区の旧地目は水田で標高70.5mあ り、西

及び南の調査区外の水田面より約50Cm高 い。

fig。 2は 、昭和37年の%00地形図を基に奈良市

所蔵の大正 7年「大字西大寺宇限地図」にみる

土地区画を復原したもので、調査区は、北を一

条大路、西を西二坊大路に区切られる十六坪の

西寄りに位置し、坪の約 %〕に当たる。

奈良時代の遺構面は、地表下40～ 60cmに あり、

全般的に後世の削平をうけていたものの、遺構

の保存状態は極めて良好であった。

fig 2 条坊痕跡図 (地名は小争名)検 出遺構は、後述のように奈良時代全般及び

それ以降にわたり、その間に首まれた分数の掘立柱建物をはじめ、井戸、塀、道路状遺構、

土城など多岐に及んでいる。調査面積は比較的小規模であるが、検出した柱穴等の数や土

器を主体 とする遺物の出土量は極めて分く、これまで調査した京内遺跡のなかでも利用密

度の高い点では屈指の遺跡ということができる。

調査結果の詳細は、次章以降にゆずるが、調査成果として平城京造営当初から坪内を南

北に三分する東西小路の存社を確認できたこと、奈良時代全般にわたり付属的施設と推定

される小規模建物群を中心 とした敷地利用の概要を把握できたこと、また出土遺物のうち

土器類の器種が豊富で完形品に近いものが発見され、そのなかに人名を記した墨書土器な

どが出上し、居住者を知る上で手牲卜りを得ることができたことなどが挙げられる。

このほか条坊位置の確認のため、調査区北寄 り2個所に小 トレンチを設けたが、その範

囲では条坊痕跡は検出できなかった。

なお、関係者の協議の結果、検出遺構の全般的な埋戻 しは行なわず、遺構面に真砂を厚

く敷き養生をはかった。また、井戸枠は 2基 とも全て取 り上げ保存処置を施した。

調査日程

5612.2   現地協議及び調査区設定

12,4～ 5 バ ンクホ~に よる表土排除

12.7～ 17 遺構検出

12.18～ 19 地上写真撮影、空中写真撮影

12.21～ 23 遣り方実測

12.24～ 25 補足調査、土層図作成

12.25～ 26 遺構養生 (砂入 )

Fig 3 発Ifili調査風景
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fig 4 周辺地区調査位置図
1日日口日脅日

年度 次   数 条 坊 位 置 面  積 奈 良 時 代 の 主 要 遺 構 主 要 成 果

第82-4茨 西一坊大路 351n 西一坊大路西側濤 西一坊大路位置の確認

95-9 西大寺中門付近 坪境小路の南北両側濤
西大寺造官以前の坪境小路の位

置及び幅員の確認

95-10 西一坊大路 西一坊大路東側濤 西一坊大路幅員の確認

103-7 有一条二坊―・二坪 坪境小路、掘立柱建物、塀
―・二坪境小路の位置及び幅員

の確認及び坪内利用状況の把握

103--14 西一坊大路 西一坊大路の東西両側溝ほか 西一坊大路幅員の確認ほか

103-16 北辺坊、京極大路 1、 300
京極大路北側滞、商北小路、

掘立柱建物、井戸、塀、溝

京極大路位置の確認、坪境小路

(?)の 位置及び幅員の確認、北

辺三坊二・三坪の利用状況の把握

H2- ユ 右一条三坊三・四坪 掘立柱建物、塀、溝 坪内の利用状況の把握

H2-7 北辺三坊二坪 掘立柱建物、塀、濤 坪内の利用状況の把握

H2-8 右一条二坊二・七坪 坪境小路、掘立柱建物
坪境小路の位置及び幅員の確認

二坪内の利用状況の把握

H8-29

〃 -31

西一坊大路,右一条

二坊―・二坪

lFv立柱建物、塀、西一坊大路

西側濤
西一方大路の位置の確認ほか

次数外 西大寺西塔付近 掘立柱建物
西大寺造営以前の坪内利用状況

の把握

123-15 右二条二坊三坪 掘立柱建物 呼内の利用状況の把握

123-17
右二条三坊十一 十

五坪

二条々間路北側濤、坪境小路、

塀

二条々問路等の位置及び幅員の

確認

123-28 右二条四坊十五坪 二条々間路北側濤 (?) 右京京極付近の利用状況の確認

137 右二条二坊十六坪
坪内の小路、掘立柱建物、井

戸、薄

坪内の宅地割及び利用の変遷の

把握、坪内小路の確認

tab.1 調査区周辺の主要発掘成果一覧表 (寺院関係のものは除く)
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2.写真測量
写真測量とは、写真を媒介として間接的に被写体の二次元的測定を行なうもので、精度

にムラがなく、いつでも撮影時の状況を再現でき、また測量期間を短縮できる等の利点を

もつ。したがって、写真測量は近年大規模な発掘調査における遺構の測量をはじめ各種の

文化財調査における預1量に利用されている。

撮影の方法は種々あるが、今回はヘ リコプターにカメラを塔載する方法を採用した。撮

影にあたっては、あらかじめ遺構面に標定点を設置した。

調査地区周辺は、中高層ビルが建ち並ぶ市街地である。本来は、‰以上の大縮尺の図化

に必要な撮影高度を保つことが望まれるのであるが、飛行の安全性や周囲に対する騒音防

止等の配慮もあり、関係者で協議した結果、通常よりやや高い高度 (40～ 50m)で撮影す

ることにし、飛行コースを南→北にとった。

今回は図化するまでに至らなかったが、縮尺‰垂直写真を作成した。また撮影の過程で

調査区周辺の垂直及び斜め写真の撮影も行なった。

なお、現場での実際の遺跡測量は、空中垂直写真撮影ののち、遣り方実測を実施した。

以下に、撮影時の仕様、標定点配置図及び標定点座標一覧表を記す。

No

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

80

91

92

93

94

95

96

97

―-145,546 396  -19,598.233

--145,546 396  --19,607 158

--145,563 016  -19,607 158

--145,554 856  -19,607 158

--145,540.352  -19,607.158

--145,533 525  -19,607 158

--145,546 396  -19,615.304

--145,561 153  -19,615 304

--145,554 753  -19,615,304

--145,538 800  -19,615,304

-145,531 946  -19,615,304

--145,546 396  -19,623 356

--145,562 113  -19,623.356

--145,554 463  -19,623.356

--145,536 907  -19,623.356

--145,546 396  -19,630 835

--145,560 182  -19,630.835

--145,533 761  -19,630 835

tab.2 標定点座標一覧表

撮影仕様

撮影日時 81年 12月 18日

飛 行 機 川崎ベルKH-4
カ メ ラ ツァイスRMK
レ ン ズ 150mm
フィルム コグックトライX
撮影高度 40.5～ 50m

露  出 ユ/450秒
絞  り 8
変位修正  ツァイスSEG―V
撮影縮尺 1/380～ 1/270

Z

70 979

70.245

70 742

70 047

70 741

70.361

70 107

70,008

70.112

70 264

70 794

70 022

70,836

70.049

70.035

70.689

69.873

70 755

5 標定点配置図


